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国
体
開
催
地
が
西
尾
に
決
ま
っ
た
頃
よ
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待
望
の
剣
道
八
段
誕
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「
剣
道
の
町
西
尾
に
八
段
を
」
と
近
藤
利
男
先

生
（
故
人
）
か
ら
励
ま
さ
れ
、
多
く
の
先
輩

が
挑
戦
を
さ
れ
、
八
段
誕
生
は
西
尾
剣
道
の

第
六
〇
回
中
部
日
本
剣
道
大
会
観
戦
諦

夢
で
し
た
。
そ
の
夢
を
叶

え
た
の
が
今
回
登
場
す
る

杉
浦
雅
人
先
生
で
す
。

稽
古
へ
の
心
構
え

八
段
ま
で
の
長
い
修
行
の
道
の
り
で
、
特

に
心
が
け
ら
れ
た
こ
と
を
お
尋
ね
し
て
み
ま

し
た
。
是
非
会
員
諸
兄
も
心
に
脅
め
、
共
に

昇
段
目
指
し
て
竹
刀
を
交
え
ま
し
ょ
う
。

一
県
や
西
三
な
ど
の
稽
古
会
や
講
習
会
に

は
積
極
的
に
参
加
し
、
上
位
の
先
生
方

の
教
え
を
請
う
。

浦杉律
先
生
は
、
西

野
町
小
学
校
の

四
年
で
初
め
て

竹
刀
を
握
ら
れ

て
か
ら
、
鶴
城

中
学
校
、
西
尾

高
校
、
愛
知
教
育
大
学
と

技
を
磨
き
、
当
時
大
学
生

二
　
稽
古
で
は
、
た
と
え
小

学
生
が
相
手
で
も
審
査

を
意
識
し
た
礼
法
を
行

う
〇

三
　
竹
刀
を
構
え
た
ら
、
日

本
剣
道
形
の
仕
大
刀
の

心
境
で
立
ち
会
う
。

こ
と
が
で
き
た
。
開
会
式
で

西
尾
市
長
榊
原
康
正
氏
は
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
赤
穂
市
剣

道
連
盟
か
ら
の
参
加
を
紹
介

後
、
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終

わ
る
剣
道
の
精
神
こ
そ
が
今

の
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

さ
て
、
準
決
勝
か
ら
の
試

合
展
開
を
紹
介
す
る
。
第
一

試
合
場
、
赤
・
名
刺
×
白
・

剣
親
余
白
・
剣
親
会
は
先

鋒
・
谷
の
冴
え
の
あ
る
メ
ン

を
連
取
し
て
チ
ー
ム
の
ム
ー

ド
を
高
め
た
。
赤
・
名
刑
の

中
堅
薪
美
（
東
部
中
出
身
）

は
自
・
剣
親
会
の
上
段
北
村

に
対
し
、
早
い
竹
刀
捌
き
か

ら
コ
テ
を
取
り
一
対
二
と
す

る
が
押
し
切
ら
れ
一
対
三
で

剣
親
会
が
勝
利
す
る
。
第
二

試
合
場
で
は
赤
・
春
風
会
×

白
・
西
友
会
。
先
鋒
百
・
乗

田
（
平
坂
中
出
身
）
は
赤
・

杉
浦
（
平
坂
中
出
身
）
の
出

頭
を
う
ま
く
と
ら
え
メ
ン
に

乗
り
、
一
本
勝
ち
と
す
る
。
一
×

○
で
迎
え
た
大
将
戦
、
兵
藤

（
福
地
中
出
身
）
は
小
柄
な
が

ら
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ

は
抜
群
。
引
き
ゴ
テ
と
抜
き

ド
ゥ
で
二
本
勝
ち
に
し
て
決

勝
へ
コ
マ
を
進
め
る
。
決
勝

戦
開
始
は
午
後
三
時
五
十
五

分
。
主
審
畠
山
先
生
、
副
審

尾
野
・
平
井
先
生
。
試
合
場

は
審
判
長
席
前
の
中
央
に
設

営。
赤
・
剣
親
会
×
白
・
西
友

会
。
先
鋒
赤
・
谷
は
得
意
の

冴
え
の
あ
る
メ
ン
で
連
取
。

次
鋒
戦
引
き
分
け
。
中
堅
赤
・

上
段
の
北
村
は
赤
・
村
川
に

じ
り
じ
り
と
間
合
い
を
詰

め
、
相
手
の
起
こ
り
を
と
ら

え
メ
ン
を
決
め
る
。
続
い
て

コ
テ
を
連
取
。
副
将
赤
・
野

田
は
白
・
北
川
が
メ
ン
に
出

た
と
こ
ろ
を
素
早
く
ド
ゥ
を

抜
く
。
続
い
て
倒
れ
込
む
よ

う
な
勢
い
で
コ
テ
を
連
取
。

勝
負
は
決
ま
っ
た
が
注
目
の

大
将
戦
。
赤
・
胸
囲
に
白
・

兵
藤
は
捨
て
身
の
コ
テ
を
打

つ
が
不
十
分
。
脇
園
も
気
合

い
十
分
の
コ
テ
を
打
つ
が
赤

旗
一
本
。
終
盤
脇
園
は
一
瞬

の
隙
を
つ
い
て
引
き
メ
ン
を

決
め
る
。
四
×
○
で
四
年
連

続
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

（
理
事
長
　
鈴
木
　
睦
）

で
は
合
格
が
難
し
い
と
い
わ
れ
た
四
段
を
取

得
し
て
、
教
職
の
場
に
立
た
れ
ま
し
た
。

以
後
、
指
導
者
と
し
て
児
童
生
徒
の
指
導

に
当
た
ら
れ
後
進
の
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
身
の
修
行
道
に
も
邁
進
さ
れ
、

平
成
二
十
四
年
十
一
月
、
見
事
八
段
に
合
格

さ
れ
ま
し
た
。

四
　
相
手
の
出
ば
を
を
と
ら
え
る
こ
と
を
意

識
し
、
技
を
出
し
た
ら
打
ち
切
る
。

五
　
稽
古
時
間
が
取
れ
な
い
と
き
は
、
体
力

維
持
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
心
が
げ
ろ
。

現
在
は
、
愛
知
県
剣
道
連
盟
の
参
与
と
し

て
ご
多
忙
だ
が
、
市
剣
道
稽
古
会
や
地
元
道

場
な
ど
に
足
繁
く
通
わ
れ
、
後
進
の
指
導
に

当
た
ら
れ
て
い
る
。

課
題
に
合
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
練

習
を
行
い
ま
す
。
そ

の
課
題
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
や
遠
征
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の

先
生
方
に
ご
指
導
頂

い
た
こ
と
も
、
課
題

の
解
決
や
、
新
た
な

課
題
を
見
つ
け
る
こ
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八
月
、
新
チ
ー
ム
に
在
り

東
海
大
会
出
場
と
い
う
目
標

を
だ
て
ま
し
た
。
目
標
達
成

に
向
け
、
秋
、
冬
と
厳
し
い

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
迎
え
た
春
の
県
大
会
予
選

を
兼
ね
た
西
三
大
会
。
結
果

は
一
回
戦
負
け
。
部
員
と
一

か
ら
や
り
直
す
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。
三
年
生
最
後
の
夏
の
大
会

に
向
け
、
日
々
の
稽
古
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

仲
間
に
ま
で
気
を
配
り
、
部

員
全
員
で
盛
り
上
げ
て
行
い

ま
し
た
。
夏
の
大
会
が
始
ま

り
、
市
大
会
三
位
、
西
三
大

会
三
位
で
迎
え
た
県
大
会
。

予
選
リ
ー
グ
一
試
合
目
で
ま

さ
か
の
敗
戦
を
喫
し
ま
し

た
。
こ
こ
ま
で
か
と
い
う
気

持
ち
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、

選
手
の
気
持
ち
は
切
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
が
な
い

状
況
か
ら
何
と
か
巻
き
返

し
、
予
選
リ
ー
グ
は
二
位
で

通
過
し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
か
ら
は
、

「
絶
対
に
勝
つ
」
と
い
う
気

持
ち
が
相
手
に
勝
り
、
そ
の

勢
い
の
ま
ま
、
準
々
決
勝
、

準
決
勝
、
決
勝
と
勝
利
し
、

目
標
を
上
回
る
東
部
中
男
子

剣
道
部
初
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
予
選

リ
ー
グ
で
石
川
県
中
能
登

中
、
熊
本
県
九
州
学
院
中
と

対
戦
し
ま
し
た
。
大
舞
台
で

の
経
験
が
少
な
く
、
緊
張
も

見
ら
れ
、
予
選
リ
ー
グ
で
敗

退
し
ま
し
た
。
全
国
の
壁
の

厚
さ
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
に
足
り
な
い

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
大
会
で
し
た
。

冬
の
西
三
大
会
一
回
戦
負

け
か
ら
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
は
、
生
徒
が
目
標
を
し
っ
か

り
と
も
ち
、
必
死
で
稽
古
に
励

ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
の
方
々
の
協
力
や
束
剣
会

の
先
生
方
の
ご
指
導
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当

昨
年
度
、
地
区
予
選
で
敗

退
し
て
涙
を
流
し
た
日
か

ら
、
新
チ
ー
ム
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
目
標
は
、

勿
論
「
全
車
出
場
」
で
し
た
。

西
尾
中
学
校
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
行
事
を
生
徒
自
身
の

手
で
企
画
・
運
営
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
部
活
動
に
も
言

え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
主

将
を
中
心
に
、
自
分
た
ち
の

と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
で
、

部
員
一
人
一
人
の
意
識
が
高

ま
り
、
信
頼
も
深
ま
っ
た
こ

と
が
、
今
年
度
の
夏
の
大
会

で
も
随
所
に
う
か
が
え
ま
し

た
。
対
戦
チ
ー
ム
に
リ
ー
ド

さ
れ
て
い
て
も
、
仲
間
を
信

じ
て
声
を
掛
け
合
い
運
転
す

る
試
合
が
何
度
も
あ
り
ま
し

全
国
高
校
総
体

剣
道
大
会
団
体
優
勝

麗
澤
瑞
浪
高
　
青
山

里
美
　
（
鶴
城
申
出
身
）

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

に
副
将
と
し
て
出
場
さ
せ
て

諒

恕

　

隙

旗
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駁

儀

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
車
が
終
わ
り
、
ま
た

新
チ
ー
ム
で
の
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

目
標
は
、
全
車
で
上
位
入

賞
す
る
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
、
県
大
会
を
連
覇
し
、

全
国
の
舞
台
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
日
々
の
稽
古
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

頂
き
ま
し
た
。
苦
し
い
試
合

の
連
続
で
し
た
が
、
大
将
へ

必
ず
繋
ぐ
と
い
う
思
い
で
最

後
ま
で
戦
い
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
優
勝
は
先

輩
方
の
力
で
得
る
こ
と
の
で

き
た
優
勝
で
し
た
。
し
か
し

日
本
一
と
い
う
貴
重
を
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

こ
の
経
験
を
活
か
し
今
年
は

自
分
の
力
で
チ
ー
ム
を
優
勝

に
導
け
る
よ
う
、
人
間
的
に

も
技
術
面
で
も
さ
ら
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
の
も
周
り
の

方
々
の
支
え
、
応
援
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
不
断

前
進
で
頑
張
っ
て
行
き
ま

す。

た
。
全
国
大
会
の
か
か
っ
た

県
大
会
の
決
勝
戦
は
、
ま
さ

に
集
大
成
で
し
た
。

秋
田
県
で
行
わ
れ
た
全
国

大
会
で
は
、
緊
張
の
た
め
動

き
が
か
た
く
、
予
選
リ
ー
グ

の
大
事
な
一
試
合
目
を
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

一
ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
。
」

と
声
を
掛
け
合
っ
て
こ
試
合

目
に
挑
み
、
見
事
に
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
強
豪
校
相
手
に

大
将
戦
の
未
、
惜
敗
し
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は

負
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
、
自
分
達
で
つ
く

る
剣
道
部
の
伝
統
を
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
高
校
総
体

剣
道
大
会
団
体
出
場

星
城
高
　
中
村

茅
咲
　
（
平
板
中
出
身
）

私
た
ち
星
城
高
校
剣
道
部

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
チ
ー
ム
で
は
選
抜
大
会
に

も
出
場
し
、
ベ
ス
ト
1
6
と
い

う
成
績
を
収
め
て
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
出
場
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
入
賞
を
目

標
に
し
て
き
ま
し
た
。
結
果

は
予
選
を
抜
け
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
で
選
抜
大

会
優
勝
校
の
中
村
学
園
女
子

に
代
表
戦
ま
で
い
っ
た
も
の

の
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
強
豪
チ

ー
ム
と
互
角
に
戦
え
た
こ

と
、
星
城
ら
し
い
試
合
が
で

き
た
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
た
い

です。

全
国
教
職
員

剣
運
大
会
団
体
出
場

一
色
申
剣
道
部
顧
問
　
福
間
　
隆
二

昨
年
の
8
月
8
日
、
9
日

に
京
都
で
行
わ
れ
た
第
5
7
回

全
国
教
職
員
剣
道
大
会
に
愛

知
代
表
と
し
て
団
体
戦
に
出

場
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
年
が
3
位
で
、

私
自
身
2
度
目
の
出
場
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
良
い

結
果
を
残
し
た
い
と
意
気
込

ん
で
京
都
へ
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
試
合
直
前
の
練

管
で
同
じ
チ
ー
ム
の
先
鋒
の

選
手
が
ア
キ
レ
ス
腱
を
断
裂

す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
一
回
戦
の

相
手
は
埼
玉
県
。
関
東
の
強

豪
で
す
。
先
鋒
が
不
戦
敗
と

な
る
た
め
次
鐘
の
私
が
何
と

か
試
合
を
優
位
に
進
め
た
か

っ
た
の
で
す
が
思
う
よ
う
に

技
を
出
せ
ず
、
引
き
分
け
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

果
は
1
対
2
の
惜
敗
で
し

た。

今
回
の
大
会
で
日
ご
ろ
の

練
習
や
鍛
錬
の
重
要
性
を
再

確
認
し
ま
し
た
。
来
年
に
向

け
、
ま
た
一
か
ら
稽
古
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成28年度事業計画（案）
19土　西三河剣道実技審査会（初～3段）　知立高福祉体

19土　西三河剣道指導者諮習会　　　　　総合体武道場

20日　西尾市南部地区剣道大会　　　　　一色B＆G体育館

12．3土　第37田鶴申校区剣道個人選手権大会　鶴城小

3土　第92国東剣会剣道個人選手権大会　東部中

4日　西三河剣道級審査会　　　　　　　総合体武道場

10土　市内剣道個人選手権大会（平申校区）平板申

18日　にしお駅伝フェスティ／りレ2016　　愛知こどもの国

29．1．1祝　第54回西野町研修会剣道元旦初稽古会　西野町中

15日　第60回鍋の式剣道大会　　　　　　平版小

17火　第61回中部日本剣道大会役員・捏当主住金　総合体育館

21土　面三河高校剣道大会　　　　　　　中央体育館

29日　西三河少年剣道大会　　　　　　　　スカイホール豊田

2．4土　第61回中部日本剣道大会準備会　　総合体育館

5日　第61回中部日本剣道大会　　　　　総合体育館

11土　第61回中部日本剣道大会反省会　　たるま

総合体武道場

知立高福祉体

知立市福祉体

総合体育館

総合体武道場

水戸市

未定

春日井市総体

市内会場

19日　西三河地区居合道伝達講習会

19日　西三河剣道祭

26日　まこと少年少女剣道大会

3．14火　第2回理事会

18土　西三河持ち回り稽古会

18土　全国選抜少年剣道練成大会

20月　愛知県春季少年剣道大会

27月　全国高校選抜剣道大会

4．9日　平成29年度総会

◆西尾市剣道連盟月例稽古会19：〇〇
一腰　高年　女子部合同第1〈童〉　2・3　4土曜日　総合体育館

◆サタデープラン稽古会
名中学校Iメの計酢こより実施。

◆幼少年剣道入門教室
第2・4土曜日（1700－1830）総合体育館

◆総務委員会
（事業計画案に塞つき、必要に応じて理事長が招集）牢固6－7回

＊平成28年度各種剣道大会については、愛知県剣道連盟発行の事業組曲を
こ参飲下さい　I後日配布）

会　場

碧南臨海体
総合体武道場

安城市体
Aコープ桜町店

籠域体育館

鶴城体育館
宣揚中

継合体武道場

平板中

知立高福祉体

岡崎中央総体

八ツ面小

福地中
総合体育館
日本武道館

総合体育館
総合体育館

龍城小

刈谷市体
総合体育館

総合体武道場

総合体武道場

総合体育館

総合体育館

西野町中

総合体育館

平板申

碧南臨海体

総合体育綿

花ノ水中

中央体育館

中央体育館
岡崎中央総体

事　　　　　　業

西三河剣道形講習会・審査会（初～3段）

茜三河剣道搬審査会

西三河剣道実技審査会（初～3殿）

平成28年度市剣連絡会

高体連西三河予選（個人）
高体連西三河予選（団体）
第91国東剣会剣道個人選手権大会・総会

西尾市剣道連盟指導書講習会

第128回市内剣道個人選手権大会・総会

かきつばた杯女子剣道大会

西三河剣道大会

第60回小学校剣道大会

西尾市中学校総合体育大会（剣道）
西三河中学校剣道選手権大会

全日本少年武邁（剣道）錬成大会（～24日）

西三河剣道形講習・審査会（初－3殿）

愛知県中学校総合体育大会（剣道）
鶴剣会暑中合同練成大会・総会
西三河剣道実技審査会（初～3段）

東海地区中学校総合体育大会（剣道）出0水）

西三河剣道級審査会

西尾芳友会剣道練成大会

西尾市小学校総合体育大会（剣道）
西三河剣道段別選手権大会（2日夕方準備会）

西野町研修会合同練成会，総会
第62回西尾市市民体育大会総合開会式

第62回西尾市市民体育大会・剣道競技の鄭

第16回西三河剣道形大会

第1回理事会

第35回西尾市少年剣道大会

高体連新人西三河予選（個人）
高体連新人西三河予選（団体）
西三河剣道形講習会・審査会（初～3段）

東
海
中
学
校
総
体
剣
道
大
会

顧
問
　
荒
州
　
竜
也

し
ま
し
た
。
基
本

程
地
味
で
幸
い
練

習
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
徒
た
ち
は

必
死
に
耐
え
、
食

ら
い
つ
い
て
き
ま

し
た
。
時
に
は
過

呼
吸
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

春
の
県
大
会
で

は
、
決
勝
戦
で
布

袋
中
に
敗
れ
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
、

国
大
会
出
場
」
を
め
ざ
し
、

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
ど
ん
な
に
幸
い
練
習

に
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
冬
場
の
練
習

は
基
本
に
立
ち
返
り
、
す
り

足
を
メ
イ
ン
と
し
た
練
習
を

生
徒
た
ち
の
意
識
が
さ
ら
に

高
ま
り
ま
し
た
。
練
習
時
は
、

生
徒
間
で
お
互
い
の
課
題
を

伝
え
あ
っ
た
り
、
各
自
課
題

克
服
の
た
め
に
自
主
練
習
し

た
り
と
、
自
主
性
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
夏
の
大
会
で
は
、
市
大
会

鷹

憧

麿

雷

鳥

意

思

思

驚

窪

ま

薫

窒

葦

驚

窪

急

患

巻

密

通

第
六
十
二
回
西
三
河
剣
道
大
会

一
般
剣
道
女
子
優
勝

監
督
　
岩
下
　
陽
子

今
年
度
は
、
昨
年
度
の

選
手
が
都
合
が
つ
か
ず
、

高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り

の
若
い
人
た
ち
を
誘
っ
て

チ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
。

刈
谷
市
剣
道
連
盟
B
、
加

納
と
順
調
に
勝
ち
進
み
、

決
勝
は
強
敵
、
豊
田
市
剣

道
連
盟
と
の
対
戦
で
し

た
。
ニ
ー
一
で
決
勝
戦
を

刺
し
、
今
年
も
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

こ
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
し
て
、
中
部
日
本
剣

道
大
会
で
も
「
ま
っ
ち
ゃ

会
」
　
の
名
で
西
尾
の
女
子

ば
か
り
の
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

少
し
ず
つ
、
若
い
人
た
ち

と
主
父
流
し
な
が
ら
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ます。ま
た
、
か
つ
て
の
経
験

者
や
初
心
者
の
マ
マ
さ
ん

た
ち
も
稽
古
を
始
め
て
い

ま
す
。
女
子
部
の
稽
古
会

も
再
開
さ
せ
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
女
子
部
の
盛

り
上
が
り
を
感
じ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

優
勝
、
西
三
河
大
会
2
位
と

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
県

大
会
で
は
、
今
ま
で
乗
り
越

え
て
き
た
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
県
大
会
で
敗
退
し
た
、

布
袋
中
に
も
代
表
戦
に
ま
で

も
つ
れ
込
み
、
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と
し

て
の
戦
い
方
も
理
想
通
り
に

進
め
ま
し
た
。
準
決
勝
戦
で

は
、
生
徒
た
ち
も
善
戦
し
ま

し
た
。
有
効
打
実
に
な
り
そ

う
な
場
面
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
が
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
ま
で
練
習
し
て

き
た
、
面
、
引
き
技
等
練
習

以
上
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
が
、
有
効
打
と
な
ら
ず
、

代
表
戦
の
末
、
敗
れ
ま
し
た
。

東
海
大
会
で
は
、
さ
ら
に

気
持
ち
を
高
め
、
挑
み
ま
し

た
。
一
戦
一
戦
チ
ー
ム
力
を

発
揮
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
チ

ー
ム
も
強
豪
校
で
し
た
。
ぎ

り
ぎ
り
の
戦
い
が
続
き
ま
し

た
が
、
持
ち
前
の
チ
ー
ム
力

で
乗
り
切
り
ま
し
た
。
決
勝

戦
こ
そ
、
敗
れ
ま
し
た
が
、

県
大
会
以
上
に
良
い
戦
い
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

監
督
と
し
て
、
生
徒
た
ち
の

3
年
間
の
努
力
す
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
技
術
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
に
も
大
き

く
成
長
し
た
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
舞

台
を
目
指
し
て
、
さ
ら
に
飛

躍
し
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

「
優
勝
し
ょ
う
。
」

普
段
は
、
弱
気
を
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
の
日
は
こ
の
言

葉
を
合
言
葉
に
戦
い
に
臨
み

ま
し
た
。
現
在
、
平
坂
小
学

校
の
剣
道
部
の
女
子
は
、
三

人
。
二
人
が
卒
業
し
て
し
ま

う
た
め
、
来
年
度
は
出
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
、
気
合
い
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ

の
姿
を
見
て
、
監
督
と
し
て

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

試
合
が
終
わ
る
ご
と
に
、

一
よ
し
、
勝
っ
た
よ
。
」

「
次
も
勝
つ
よ
。
」

と
、
チ
ビ
も
た
ち
と
共
に
吉

を
か
け
合
い
、
結
束
を
強
め

ま
し
た
。
応
援
し
て
く
だ
さ

る
先
生
や
保
護
者
の
み
を
さ

ん
の
声
も
後
押
し
し
て
く
れ

ま
し
た
。
決
勝
戦
の
相
手
は
、
宣
揚

小
学
校
で
し
た
。
勝
負
は
引

き
分
け
が
続
き
、
お
互
い
一

歩
も
譲
ら
ず
、
取
っ
て
は
取

ら
れ
て
の
緊
迫
し
た
試
合
と

な
り
ま
し
た
。
代
表
者
戦
ま

で
勝
負
は
持
ち
越
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
私
も
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
っ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
が
勝
利
を
信
じ
た
そ
の

時
、
平
板
小
学
校
の
カ
が
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。

「面あり。」

「勝負あり。」

苦
し
い
試
合
を
乗
り
切
り

念
願
の
優
勝
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
思
い
を
、
次
の
大
会
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

した。

愛
知
県
家
庭
婦
人
剣
道
大
会

西
尾
市
剣
道
連
盟
　
中
根
　
朋
子

私
は
五
月
に
開
催
さ
れ
た

愛
知
県
家
庭
婦
人
剣
道
大
会

に
出
場
し
、
2
0
・
3
0
代
の
部

で
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
m

年
ほ
ど
剣
道
か
ら
離
れ
、
数

年
前
に
再
開
し
て
か
ら
初
め

て
の
個
人
戦
で
し
た
が
、
決

勝
戦
ま
で
戦
え
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
試
合
が
で
き
た
こ
と
で
、

改
め
て
剣
道
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
少
し
で
も
時
間
を

見
つ
け
、
よ
り
多
く
の
稽
古

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
西
尾
の
女
性

剣
士
が
今
以
上
に
増
え
、
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
い
、
精
一
杯
努
力
を
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
講
か
ら
七
年
が
経
過
す

る
剣
道
入
門
教
室
が
田
中
会

長
や
鈴
木
理
事
長
の
ご
協
力

も
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
三

月
で
修
了
し
ま
し
た
。

毎
月
二
回
の
剣
道
教
室
に

は
低
学
年
児
童
や
園
児
な
ど

四
十
名
近
い
受
講
生
が
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
、
挨
拶

や
礼
儀
作
法
、
基
本
練
習
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
年
生
か
ら
の
部
活
動
へ

発
展
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で

す
が
、
昨
年
四
月
の
調
査
で

は
、
三
年
生
の
教
室
修
了
生

が
四
月
か
ら
剣
道
部
へ
全
員

入
部
し
た
と
い
う
調
査
結
果

を
聞
き
、
指
導
者
一
同
大
変

井
関
　
公
宏

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
指
導
者
が
不

足
す
る
時
な
ど
に
伺
添
い
の

保
護
者
が
自
主
的
に
指
導
を

助
け
て
く
れ
る
場
面
も
見
ら

れ
「
剣
道
西
尾
」
な
ら
で
は

の
光
景
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

親
子
で
汗
を
流
し
た
児
童

が
学
校
の
部
活
動
で
立
派
を

剣
士
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日

日

日

日

日

火

土

土

日

土

日

土

日

土

金

土

日

金

土
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金

土

土

金
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火

土
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繋
西
野
町
中
剣
道
部
顧

西
野
町
小
学
校
に
赴
任
し
、

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域

の
方
や
保
護
者
の
方
に
協
力

し
て
い
た
だ
さ
を
が
ら
子
ど

も
た
ち
と
剣
道
が
で
き
る
こ

と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
旦
の
初
稽
古
会

で
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

剣
士
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
年
齢
に
関
係

を
く
剣
を
交
え
る
姿
を
見
て
、

改
め
て
剣
道
の
よ
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

ニ
ー
乱
か
ら
、
b
　
「
訓
〕
首
一
つ
寵

し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
」

と
い
う
初
心
と
、
支
え
て
く

だ
さ
る
周
り
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
子

ど
も
た
ち
と
共
に
、
精
進
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西
尾
市
剣
道

連
盟
旗
に
続
き
、

ピ
ン
バ
ッ
ジ
の

作
成
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
連
盟
旗
の
図

柄
を
参
考
に
丸
型
の
ピ
ン
バ
ッ

ジ
を
会
員
の
た
め
に
作
成
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

群
青
色
（
剣
道
着
の
色
）

を
ベ
ー
ス
に
、
西
尾
市
の
マ
ー

ク
で
あ
る
結
び
井
桁
の
中
に
刀

の
つ
ば
模
様
を
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
の
方
が
総
会
や

剣
道
大
会
な
ど
で
つ
け
て
く
だ

ミ
ー
ブ
〇
二
　
二
し
辛
一
高
貝
つ
こ
、
」
丈
r
O

鈴
木
一
誠
氏

（
西
尾
市
剣
道
連
盟
副
会
長
）

優
秀
選
手
賞荒

川
　
竜
也
氏

へ
匿
」
又
i
口
i
草
子
し
い
へ
五
人
も
川
ノ

関
田
国

剣
道
（
四
段
以
上
）

四
段
　
金
田
　
商
事

五
段
　
尾
崎
　
清
和

五
段
　
牧
野
　
祥
子

五
段
　
平
山
　
豊

五
段
　
後
藤
　
正
成

五
段
　
古
島
　
尚
典

寵
睡
鰻


